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● 年次報告

環境に配慮した教育・研究の状況

京都大学の時計台前には、大きなクス
ノキが繁っている。大学のロゴマークの
大樹もこのクスノキからイメージされた
のではないだろうか。正門脇にはクスノ
キの学名Cinnamomum camphoraにちな
んだカフェレストランもあり、クスノキ
は大学のシンボルとなっている。
クスノキの学名は、樟

しょうのう

脳（camphor）が
とれることに因んでいる。クスノキから
とれる樟脳は、かつて京都大学の財政も
支えていた。記録には次のようにある。
「・・・大正3年8月台湾総督府ノ許可ニ依
リテ同森林及附近ノ森林内ニ於ケル製
脳権ヲ獲得シ三井合名会社ト契約ヲ締
結シ同会社ヲシテ製脳業ノ経営ニ当ラ
シメ本学ニ対シ相当納金ヲ為サシム」（｢
京都帝国大学一覧｣ 自大正6年至大正7
年、250頁）。
樟脳はセルロイドの原料として重要だっ

たので、明治時代にタバコ・塩・アルコー
ル・阿片に並んで政府専売品となった。
戦後に設立された日本専売公社も、タ
バコ・塩・樟脳を扱っていた。セルロイド
はプラスチックの一種であって、樟脳は
ラックやダマールといった森から採取さ
れる樹脂とともに重要な工業原料であっ
た。石油化学工業が発達するまでは、プ
ラスチックをはじめとする工業原料は森
や海の産物でまかなわれていて、森林は
いわば「植物化学工場」であった。
樹脂のように、樹木からとれる木材以

外の産物を「非木材林産物」と総称する。

熱帯林が「植物化学工場」であった時代
には様々な非木材林産物が利用されて
いた。例えばインドネシアの場合、木材
と非木材林産物の輸出割合は1938年に
は55対45であったが、1980年代には95
対5となった。戦後、石油化学工業の発
達とともに合成樹脂の代替化が進み、非
木材林産物需要が減少していったのであ
る。熱帯林の利用が木材一辺倒となり、
その結果過度な伐採が行われて森の木は
切り尽くされてしまうこととなった。ま
さに「木を見て森を見ず」で、熱帯林の持
つ多様性は視野に入っていない。
来年2010年は「生物多様性の損失速

度を顕著に減少させる」という生物多様
性条約「2010年目標」の年で、生物多様
性条約第10回締約国会議（COP10）が名
古屋で開催される。その生物多様性条約
の目的は、（1）地球上の多様な生物をその
生息環境とともに保全すること、（2）生物
資源を持続可能であるように利用するこ
と、（3）遺伝資源の利用から生ずる利益を
公正かつ衡平に配分することである。
木材だけでなく、森の多
様性そのものを活かせば、生
物資源を持続的に利用でき
る。東南アジアの森を歩く
と、それを実感できる様々な
工夫に出会える。例えばラ
オス北部の山村では、焼畑の
休閑地でキマメなど比較的
成長の早い木を植えて、そこ

でラックカイガラムシを育てて「ラック」
樹脂を収穫する。加えて成長の遅いジン
コウなどの有用樹を間に植え込んでおく。
まずは成長の早い木で育てたラックを年
一回収穫し、それを何年か続けると成長
の遅い木も大樹となり、やがては立派な
森に仕上がっていくのである。
時計台前のクスノキの樹下に落ちてい
る小枝を折って匂いを嗅いでみると、た
しかに樟脳の香りがする。時計台が完
成したのは1925（大正14）年、80年以上
前のことだ。クスノキとともに長い年月
を経て大学のシンボルとなったわけだ。
木を育てるには時間がかかり、それは人
間の一生を超えることもある。しかし森
の中の様々な資源を組み合わせてやりく
りをしていくことで、なんとか木を育て
る時間を待つことができる。熱帯林が生
物多様性の宝庫であるなら、その多様性
そのものを活かす工夫と長期的な展望に
立った生き方がいまの私たちに求められ
ているのだと思う。

森の多様性を活かす
アジア・アフリカ地域研究研究科

准教授 竹田晋也

ラックの収穫（ラオス北部ルアンパバン県）

2010年10月に、生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）が愛知県名古屋市で開催されます。2010年は
国連の定めた「国際生物多様性年」であり、COP6（2002年4月、オランダ・ハーグで開催）で採択された「締約
国は現在の生物多様性の損失速度を2010年までに顕著に減少させる」という「2010年目標」の目標年にあたり
ます。COP10はその節目となる重要な会議です。
京都大学でも、生物多様性については種の多様性や生態系の多様性、遺伝子の多様性について、多くの教育・
研究が行われています。ここではその一部を紹介します。
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この地球上に暮らしている生物は、他
の生物を食べたり、餌をめぐって競争し
たり、助けあったり、様々な関係で結ば
れています。この生物間の相互作用が
縦横に絡みあったネットワークが生態系
であり、豊かな生物多様性を生み出しつ
づける源なのです。
食う食われる（栄養）関係は、食物連

鎖を創り出すとても大事な関係です。こ
のため、生態系は食物連鎖のネットワー
ク（食物網）によって描かれてきました。
しかし、動物と動物の食う食われる関係
と動物と植物のそれとの間には、大きな
違いがあります。それは、動物と違って、
植物は食べられても「死なない」というこ
とです。それだけではありません。植物
は食べられると毒を作ったり、形を変え
たりするのです。この「食べられると変
わる」という植物の特徴が、これまで何
の関係もなかった生物を結びつけ、複雑
な生態系ネットワークを創り上げている
ことがわかってきました。
石狩川流域に生育しているカワヤナギ

は、茎から汁を吸うマエキアワフキ、葉
を巻いて巣を作るハマキガの幼虫、葉を
食べるヤナギルリハムシという3つのタイ
プの昆虫と食物連鎖で繋がっています。
ところが、これらの昆虫はヤナギに様々
な変化をもたらし、思いもよらない相互
作用の連鎖を生み出しているのです（図8
上部参照）。アワフキは晩夏にヤナギの
枝の中に卵を産み込みます。このため、
枝の先端は枯れてしまいます。しかし、
翌春になると、枝の基部からたくさんの
新しい枝が伸び始めました。このヤナギ
の補償成長によって新葉が作られ、柔ら
かい葉で巣を作るハマキガの幼虫が増え
ました。前年のアワフキムシの産卵が翌
年のヤナギの枝の成長を促し、幼虫の巣
となる新葉を増やしたからです。初夏に
なると、ハマキガの幼虫は親になって巣
から出ていってしまいます。しかし、残

された葉巻はアブラムシにとって格好の
住み家になります。実際、空き家になっ
たほとんどの葉巻をアブラムシが利用し
ていました。アブラムシが増えると、ア
リがアブラムシの分泌する甘露をなめに
集まってきます。アブラムシとアリの共
生関係ができあがったのです。さらに、
アリは他の昆虫を追い払うため、ハムシ
の幼虫が減ってしまいました。
この植物の変化が、相互作用と種の多
様性を大きく変えてしまいました。いず
れも4倍以上に増えたのです（図8下部参
照）。現実のネットワークは、食物連鎖
ではない（非栄養）関係が多くを占めてい
る、豊かなものだったのです。このよう
な昆虫の利用に対する植物の変化は、多
くの植物で広く知られています。このた
め、植物が創り出す生態系ネットワークは、
自然界で広範に生じているはずです。し
かし、このネットワークが生物多様性を支
えていることを食物網は明らかにできま

せんでした。自然界には見過ごされてき
た大事な関係がたくさんあったのです。
生態系は、炭素や窒素が循環する自
然のシステムであると考えられてきまし
た。このため、物質循環を生み出す食物
連鎖が注目されてきたのは当然です。し
かし、食物網は生態系ネットワークの一
部でしかありません。「物質の循環システ
ム」という見方では、生物多様性を育ん
でいる生態系ネットワークの大事な役割
を明らかにできなかったのです。私たち
は、生態系を「生物多様性の自己増殖シ
ステム」という新たな視点から見直すべ
きです。これによって、絶滅危惧生物だ
けでなく、豊かな生物多様性を生み出し
続ける生態系ネットワークを保全する意
義が明らかになるからです。「生物の進化
によって支えられる生物間相互作用の
ネットワークが、生態系の真の姿である」
という理解が、生物多様性の保全にもっ
とも必要とされているのです。

生物多様性を創る生態系ネットワーク
生態学研究センター
教授 大串隆之

図8　カワヤナギが創る生態系ネットワーク
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植物の変化が相互作用と種の多様性を増加させる。実線と点線は直接的な関係と間接的な関係を、＋と－は相手
に対する正と負の効果を示す。
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わが国でも生物多様性の危機が進行
しています。しかし、化学物質汚染と異
なって、天に唾して己に降りかかるまで
の時間が最も長く、広範囲で、しかも外
来種問題などは増殖する性質をも持つ、
生物多様性の危機へどう立ち向かえばい
いのでしょうか。
私は、生物としての人々の感性を研ぎ

澄まして、美しい風景をそのシンボルと
しての生き物とともに取り戻すことが鍵
でないかと思っています。心に残る美し
い風景に潜む秩序のなかには、自然と人
間の長年の対話を反映した生き物がいま
す。希少種はその生息の立地環境、つま
りハビタットとともに、その生物間関係
と人間との関係、すなわちニッチが希少
であることを示しています。これまでの
私たちの行った都市の孤立林での調査に
よれば、およそ1ha（ヘクタール）の森が
あれば虫を食べるシジュウカラが営巣す
るし、10haあれば小動物を食べるフクロ
ウの仲間であるアオバズクが大木のウロ
に営巣します。京都を例にとれば、糺の
森がそうです。それがもし100haあれば、
鳥や動物を食べる、種の保存法に指定さ
れたオオタカも営巣可能となるようです。
大阪万博記念公園に再生された森では、
ここ2年連続でオオタカの繁殖に成功し
ています。
一方、古来、美しい風景を目標に作ら

れてきた日本庭園も、それが心に響く風
景であることと、生物多様性が関係して
います。近代日本庭園の代表作である
平安神宮神苑の池には、琵琶湖から疏
水に乗ってやってきた淡水魚の絶滅危惧
種イチモンジタナゴが生息していますし、
大阪万博記念公園の日本庭園の池には、
天然記念物になったイタセンパラが生息
しています。それは小さい生態系が成立
していることでもあります。つまりイタ
センパラが産卵する大型二枚貝もいる
し、二枚貝の幼生が寄生する小魚もいて、

冬の渇水期に泥の中に潜った二枚貝の
中で生き延びたイタセンパラが春期の出
水で泳ぎだすという生活史が可能である
ことを意味しています。そうした氾濫原
がいま最も危機に瀕した生態系の一つな
のです。
そこで近年、取り組みかけたのが、巨

椋池などの低湿地氾濫原の自然再生で
す。そのきっかけは、横大路沼あとの干
拓田の土地区画整理で土をいじったら、
なんと長く記録されなかった絶滅危惧種
の水草、オニバスやミズアオイが発生し
たことでした。まだ、埋土種子などの形
でかつての氾濫原の植物が埋もれていた
のです。氾濫原の
湿地は洪水対策と
排水改良が進んで、
多くは農 地や都 市
に変りました。ある
程度はしかたないと
しても、種の絶滅を
招かないやりかたは
あるはずです。それ
には、池があればい
いのではなく、川と
いうものの一定の氾
濫というプロセスを
許容して、生態系の

ダイナミックなモザイク構造を再生する
必要があります。たとえば、洪水危険度
の高いところを湿地レクリエーションエ
リアや湿性農地として担保したり、洪水
を柳に風と受け流す高床式の住宅にする
ような対応が、桂離宮やこれまでのヨー
ロッパの先進事例などにみられます。
昭和初期には天然記念物ムジナモの生
育地であり生物多様性を誇った巨椋池は
美しい蓮の名勝でした。まだ暗い早朝に
小舟で伏見から淀川を通り、朝もやの中
に現れた天国と見まがう美しい「蓮見」の
風景を記した和辻哲郎の紀行文の再体
験をするのが私の夢です。

生物多様性と自然再生
地球環境学堂

教授 森本幸裕

図9　和辻哲郎が蓮見をしたころの巨椋池付近の土地利用図

1927年ごろの巨椋池（写真：三木茂：京都府史跡勝地調査會報告第８冊1927）
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私たちの研究室では、森林から中山間
地、牧場、水圏にいたる生物圏をフィー
ルドに、生物圏における様々な情報を取
得、解析することをテーマとした研究・教
育活動を行っています。そのなかで特に
水圏においては、バイオロギングという
新しい手法を応用して、国内外の様々な
フィールド、対象種に関する研究を行っ
てきました。バイオロギングとは、生物
の生態や行動を計測する手法として、特
に、肉眼で観察するのが困難な水圏に生
息する動物に用いられる計測手法です。
超小型のデータロガーや発信機などを対
象動物に装着して、動物を自由に泳ぎ回
らせながら周辺の環境や動物自身の生態
情報を収集します。私たちは、水圏に生
息する動物のなかでも、人間の経済活動
によって生息が脅かされているといわれ
ているウミガメ、メコンオオナマズ、ジュ
ゴンなどの絶滅危惧種を対象としてタイ
国をフィールドとした調査を行ってきま
した。
1999年にタイ国政府の要請に応えて

開始したプロジェクト、SEASTAR2000 
（S o u t h e a s t  A s i a  S e a  T u r t l e 
Associative Research since 2000）は、
当時、エビトロール網によるウミガメの
混獲を問題とした米国政府によるエビの
輸入禁止通告に対して、タイ国政府がウ

ミガメの回遊経路を明らかにして、混獲
を回避する対策を講じるために始まりま
した。タイ湾ならびにアンダマン海でア
オウミガメの回遊経路を人工衛星テレメ
トリー（アルゴス送信機）で追跡しまし
た。その結果は図のとおりです。図aから、
放流地点のタイ湾クラム島から泳ぎだし
たアオウミガメは様々な海域へと移動し
ていくことが明らかになりました。すな
わち、南下してマレー半島沿いをシンガ
ポールへ向かう個体、沿岸を伝ってカン
ボジア、ベトナムへと向かう個体、そし
てカンボジアまで沿岸域を移動し、その
後は東へスールー海へと向かう個体など
です。一方、図bから、アンダマン海で
は放流地点のフーヨン島を離れた個体は
ほとんどすべてがアンダマン海を越え、
一部はニコバル諸島を経由してアンダマ
ン諸島へと辿り着きました。唯一、1個
体だけマレー半島へ移動し、数度に亘っ
てフーヨン島と往復するという興味深い
回遊をしました。これらの結果から、タ
イ国沿岸で産卵上陸するアオウミガメは
様々な海域を生息場とし、産卵のためだ
けにタイ国の沿岸へ戻ってくることが明
らかになったわけです。これらのアオウ
ミガメを保護するには、沿岸国のタイ国
だけではなく、本来の生息海域である近
隣諸国においても協力して保護を図って

いかねばならないということが明らかに
なりました。
私たちはこうした結果を踏まえて、近
隣諸国の研究者や行政担当者が一堂に
会して情報交換を行うことが重要と考
え、2000年から毎年、SEASTAR2000
に関するシンポジウムを開催しています。
次回は10回目の記念会議をプーケット
で開催する予定です。

タイの海でウミガメを追いかける
情報学研究科

准教授 荒井修亮

図10　アルゴス送信機によるアオウミガメ成体の産卵後の移動経路

（a）はタイ湾クラム島から、（b）はアンダマ
ン海フーヨン島から放流した。クラム島か
ら東へスールー海へと移動した個体は、
2,745kmを46日間で移動した。また、
フーヨン島からニコバル諸島を経てアン
ダマン諸島へ移動した個体は43日間で
2,848kmを移動した。
図はK. Kittiwattanawon京都大学博士論
文より引用改変。




